
�．はじめに
エンカウンター・グループ（Encounter

Group：以下EG）は、グループ体験によ

る自他理解を通して個人の心理的成長を目

指したものであるが、１９４０年代後半ごろか

ら、Rogersらによって始められ、わが国

ではベーシック・エンカウンター・グルー

プ（Basic Encounter Group：以 下BEG）

と呼ばれ、７０年代ごろから盛んに実施され

るようになった（野島，２０００）。

野島（２０１１）は、グループ臨床における

ファシリテーター臨床家の養成の基本的考

えとして、�グループ体験の積み重ね、�
グループ体験の検討、�他のファシリテー
ターのグループ体験の学習、�グループ体
験を論文に書くことの必要性を強調してい

る。筆者は現在色々なファシリテーターの

EGをメンバーとして体験している最中

で、その体験を論文に書き、学会などの場

で検討することがファシリテーターを志す

上でのより良いグループ体験になると考え

る。
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要 約

この度、グループ臨床家を志す大学院生である筆者はメンバーとして集中型のベーシッ

ク・エンカウンター・グループに参加する機会を得た。本稿では、グループ体験を通して

得た内的体験や自身に起こった変化について記述し、それを１５個のグループ臨床の治療機

序と照らし合わし、主なものについて考察した。特に、（１）現実吟味：人間関係、家族

関係の問題をグループの中で再現し、その解決法を試行錯誤しつつ学ぶことで自信を持

ち、適応能力が高まる、（２）グループ凝集性：グループとしてのまとまりが相互の援助

能力を高める、（３）愛他性：自己中心的傾向を抑えて、他者を温かく慰めたり親切な助

言をすることで、他者を助けることができる喜びによって安定感、生活意欲が高まるとい

う３つの治療機序が筆者に有益に働き、良い変化をもたらしたことが明らかとなった。
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グループ臨床には、個人臨床と共通する

受容、支持、感情転移、知性化、カタルシ

ス、自己理解、ガイダンスの７個の治療機

序と、グループ臨床に特有の愛他性、観察

効果、普遍化、現実吟味、希望、対人関係

学習、相互作用、グループ凝集性の８個の

治療機序を合わせた計１５個の治療機序があ

る（野島，２０１８）。そこで、自身のグルー

プ体験を、グループ臨床の治療機序に照ら

し合わせ考察することで、自己理解がより

深まり、さらに良いグループ体験になると

考える。

BEGの体験報告としては、次のような

ものがある。西野（２０１８）は自身のBEG

体験のグループプロセスや自身の心的事実

をなるべく正確に記述し、自身の心の中で

起こる傾向を考察することで自身の今後の

臨床体験の役に立つとしている。市川

（２０１６）は自身が感じた内的体験をグルー

プ・セッションごとの気持ち、参加前後の

気持ちの変化に分けて記述し、体験全体に

対する考察を行っている。

この度、大学院生であり、グループ臨床

家を志す筆者はメンバーとして集中型の

BEGに参加する機会を得た。そこで本稿

では、�BEGについての体験を報告し、

�自身に起こった内的な体験や変化につい
てグループの治療機序に従って考察を行

う。

�．グループの構成
本グループは宿泊型のBEGである。X年

Y月にZ県の某宿泊施設にて、二泊三日７

セッション（以下、Seとする）で行われ

た。参加者は、ファシリテーター（以下、

Fac）２名、メンバー（以下、Me）８名で

あった。

�．グループの経過
１．グループ体験

●Se１

セッションの初めに、筆者はMeの名前

やネームプレートに書いた名前の色のこと

について触れ、自身の名前が好きな理由な

どについて述べた。最初の発言が終わり、

グループの雰囲気も和やかになったことに

よって、筆者の緊張や不安は一気に払拭さ

れ、居心地が良く感じるようになっていっ

た。ところが、Meが参加動機について発

言、自己開示したところ、他のMeが鋭い

質問をし、無理やり自己開示がなされてい

るような感じがした。そのMeは自分の

ペースで自己開示できているのだろうかと

不安を感じるようになり、怖くなった。筆

者はグループに参加する上で、自分の思っ

たことや感じたことを素直に言うことを心

がけていたので、嫌だと感じたことをその

ままグループに投げかけた。けれどもそれ

は、自分が同じように責められることの恐

怖があり、それを未然に防ぐための防衛策

であったのではないかと考えた。居心地が

良かった前半は靴を脱いでいたが、後半は

靴を履いたまま過ごしていることから、居

心地悪く感じていることに気がついた。

●Se２

Meからの触発を受けて、筆者は現在置

かれている孤独な状況と、その状況で受け

た傷つき体験について話した。そして、そ

の傷つき体験は、新しい環境で始めて自分

らしさを表現したのにもかかわらず、否定

されたように感じたことが原因であったと

いう気づきが生まれた。新しい環境にな
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り、１人で頑張ってきたものがこの場で一

気に解放されたという感覚であった。Fac

の「１人で頑張ってきたのだね。今も１人

で頑張ってるのだと思う」という言葉が印

象的であった。Meからも暖かい言葉が寄

せられ、「１人で頑張ってきたけれども、

１人ではないのだ」と思うことができ、グ

ループに受容されている感覚が生まれた。

●Se３

Meから筆者に対して「発言をオブラー

トに包んでいる感じや、感情をそのまま出

すことを躊躇っている感じがする」という

指摘がなされた。筆者は人に対して否定的

な発言をすることが苦手であった。先程の

指摘はそのことが関係しているのではない

か、否定的な発言が苦手なのは筆者自身が

否定されることを恐れているのではないか

という気づきが生まれた。その後のやりと

りの中で筆者自身が思っている否定的な感

情をそのまま言うことができた。Meから

返ってきた反応は「その方がずっと本音ら

しくて好きだな」というポジティブなもの

であった。自分の本音が仮にネガティブな

ものであっても、受容されるということに

新鮮な感覚を持つと同時に喜びを感じた。

これらのことから、安心したのか肩の力が

抜けて、椅子に入り込む感覚がし、急に眠

くなった。

●Se４

筆者の問題に焦点を当ててもらい、受容

や支持をしてもらったことにより、筆者に

は満足感が生まれた。それと同時に他のMe

のことが気になり始めた。自分自身の話を

するのではなく、Meの発言を待つ、沈黙

を味わうというように行動が変化していっ

た。また、Meから今抱えている深刻な問

題が語られた。自分自身の同じような体験

を語るMeもいる中で、筆者の中で同じよ

うな経験がないので何を言っていいのかと

いう戸惑いが生まれた。しかし、そのMe

に寄り添いたいという気持ちから、自分が

今言えることを率直に伝えた。グループに

は全員で一人一人の問題に向き合おうとい

う姿勢が伺えた。そして筆者自身、一人一

人の役割の大切さを感じ、自分も自分にし

かできない役割で貢献できているのだと自

信を取り戻した。

●Se５

Se４の最後に、筆者は「あまり発言し

ていないMeの１人のことを気にかけてい

る」という発言をしていた。そのこともあ

り、Se５ではそのMeに焦点が当たり、で

きる範囲での自己開示がなされた。そのな

かで筆者の心が大きく動いた。Meの話の

中で自分と重なる場面が多く、涙ぐむ場面

があった。自分の過去をMeに重ねて、自

身の過去の体験を自己開示した。また、言

葉だけでは伝えきれないところがあると感

じたため、握手をすることで出来る限りの

思いを伝えた。自分の問題を扱ってもらっ

たときよりも、他のMeの問題に向き合っ

て共感したときの方が喜びや充実感を感じ

ている自分に気づいた。

●Se６

Se６では重いテーマが扱われた。Meが

体験を語る中で、筆者は中々発言出来ずに

いた。それは、自分にはその体験がなかっ

たからに他ならなかった。Meの傷つきに

対してなんとか役に立ちたいという気持ち

が強かったが、とてもではないが表面的な

発言はできないと感じた。Meの傷つき体

験を共有して寄り添いたいが、実感として
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は伴わず、どうしても限界がある。それで

も自分に言える視点から発言をし、最低限

のことはできた感じであった。同時に、無

力感も残るSeであった。

●Se７

最終セッション。筆者は親との間で問題

を抱えていた。親は自分のことを愛してく

れていたのか、また昔のように傷つけられ

るのではないかと思うなど、複雑な葛藤が

起きていた。Meの話で自分の問題に非常

に重なる話が出てきた。Meとのやり取り

の過程で、本当の親に認めてもらったよう

な疑似体験ができ、大きな満足感を得るこ

とができた。筆者は安堵し、自分と親との

関係や思い出を語った。「いい年にもなっ

たし、自分は親を許したつもり。だけれど

も最初の一歩が踏み出せずにいる。今回の

ことでその一歩を踏み出す勇気が湧い

た。」と自己開示した。親との問題に向き

合える自信がついたかけがえのない体験で

あった。終わりの時間が近づいてきた頃、

一言ずつまとめの言葉を言うことになった

のだが、筆者は目撃者や証人という意味の

あるWitnessという英語を使い、「自分にと

ってここでの出会いや良い体験は今後の人

生の糧となり、ずっと残り続けます」と述

べた。グループが終わっても明日からがん

ばれるという活力が湧いてくると同時に、

名残惜しく、別れが寂しいという気持ちも

生まれた。最後に、筆者がEG体験を論文

として纏めることの了解を取った。その判

断はFacが内容を確認してから一任される

こととなった。

２．EG終了後の筆者の変化

EG体験が終わり、日常に戻っていく中

で、自身の変化に気づくことが多々あっ

た。まず、日常の小さな怒りを感じること

が少なくなった。自分の容量が大きくなっ

た感覚がし、少しのことでは動じなくなっ

た。そして、大学院での過ごし方も変化し

た。以前はあれもこれもやらなければと焦

っていたが、どっしり構えて最低限やれる

ことを最大限やろうという考えになり、あ

まり無理をしなくなった。人と関わる際に

も変化を感じた。うわべだけの反応をあま

りしなくなり、自己一致の発言が増え、本

音の深い話をするときに勇気がいらなくな

った。大学院の同僚にも少しずつ自分を出

せるようになっていった。また、今の自分

の状況に対する感謝をもつことができ、自

分は恵まれており、幸せだと思えるように

なった。

�．考察
筆者のBEG体験で起こった自身の内的

な体験や変化についてグループの治療機序

に照らし合わせ、主なものに関して考察を

行う。

１．現実吟味

現実吟味とは、人間関係、家族関係の問

題をグループの中で再現し、その解決法を

試行錯誤しつつ学ぶことで自信を持ち、適

応能力が高まることである。Se３で指摘

された「発言をオブラートに包んでいる感

じや、感情をそのまま出すことを躊躇って

いる感じ」はまさしく、筆者の人に対して

否定的な発言をすることが苦手という人間

関係上の問題であった。その問題が今EG

にも表れたが、Meの発言で気づくことが

でき、否定的なことでも本音を言うことが
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できた。そして、その解決法が受け入れら

れ、肯定的な反応を得ることができたこと

で自信がつき、EG終了後の対人関係の変

化にまで至ったと考えられる。Se７にお

いても、親との家族関係の問題が、Meの

発言に触発され、浮き彫りになった。Me

とのあたたかなやり取りの中で、親に対す

る見方が肯定的なものに変化したと考えら

れる。

２．グループ凝集性

グループ凝集性とは、グループとしての

まとまりが相互の援助能力を高めることで

ある。ほとんどすべてのSeでグループの

凝集性が高まっていく感覚があり、それは

Seが経過する度に増していった。SeでMe

が自身のつらい体験について語った時も、

グループには全員で一人一人の問題に向き

合おうという姿勢が生じ、そのことが相互

の援助能力を高め、筆者を含めたMeは、

自身の体験を肯定的に捉え、受け入れるこ

とができたと考えられる。そして、グルー

プ凝集性の高まりこそが、良いグループ体

験をしたと感じられた要因でもあり、EG

終了間際に感じた名残惜しさを生んだので

はなかろうか。

３．愛他性

愛他性とは、自己中心的傾向を抑えて、

他者を温かく慰めたり親切な助言をするこ

とで、他者を助けることができる喜びによ

って安定感、生活意欲が高まることであ

る。Se４から自分が話すよりも、他のMe

話を聞きたいと考え方が変化したことは、

自己中心的傾向を抑えることができたから

だと考えられる。特にSe５では、Meの体

験に共通するものが多かったこともあり、

Meに温かい言葉かけをしたり、握手し思

いを伝えたりと非常に得るものが多かった

ように思う。そのような愛他的な体験を通

じて、喜びや充実感を大きく感じとったこ

とが、EG終了後の怒りを感じにくくなっ

たり、無理をしなくなるという安定感や、

日常生活を肯定的に捉えるという生活意欲

の向上に繋がったのではなかろうか。
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